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〔第３回定例会〕
平成30年度各会計歳入歳出決算

一般会計･特別会計 全８会計を
決算審査特別委員会で審査

議員報酬及び定数に関する調査検討
　　特別委員会　会議経過を中間報告住民の声を

行 政 に！
４
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令和元年
第３回定例会

　令和元年第３回定例会は９月９日に召集され、会期を 13日までの５日間として開
会しました。
　諸般の報告（会務、例月出納検査など）に続いて行政報告が行われ、一般質問は
４名の議員が４件の質問を行いました。
　付議事件は、条例の制定案１件、条例の一部改正案４件、令和元年度各会計補正
予算案６件、人事案３件、会議案２件、意見書案３件を慎重に審議し、いずれも原
案のとおり可決しました。

付議事件 主な内容

由仁町森林環境譲与税基金条例の制定 森林環境譲与税を適正に管理するため
基金を設置

由仁町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正す
る条例

印鑑証明などの旧氏記載に関する規定
の整備

由仁町税条例の一部を改正する条例 町民税（法人税割）税率改正・軽自動
車税環境性能割の特例を規定

由仁町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 幼児教育・保育無償化に伴う関係規定

の整備由仁町子どものための教育・保育に関する利用者負担額
を定める条例の一部を改正する条例

固定資産評価審査委員会委員の選任 清水俊雄氏（三川錦町）を選任（新任）
することに同意

教育委員会教育長の任命 田中宣行氏（新光）を任命（再任）す
ることに同意

教育委員会委員の任命 窪田裕司氏（本町）を任命（新任）す
ることに同意

議員報酬の見直し（特例）に関する審査特別委員会の設
置

議員報酬の見直しに関する審査を行う
特別委員会を設置

水道料金の改定に関する審査特別委員会の設置 水道料金の改定に関する審査を行う特
別委員会を設置

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化
を求める意見書の提出

左記の意見書を採択し、衆参両議院お
よび関係省庁に提出

ゴルフ場利用税の堅持を求める意見書の提出

「子どもの貧困」解消など教育予算確保・拡充と就学保障、
義務教育費国庫負担制度堅持・負担率 1/2 への復元、教
職員の超勤・多忙化解消・「30 人以下学級」の実現に向
けた意見書の提出

条
例
の
新
規
制
定
お
よ
び
一
部
改
正

人　
　
　
事

会
議
案

意　
見　
書

●₂議 会 だ よ り



会　　　　計　　　　名 歳  入  総  額 歳  出  総  額
一 般 会 計 5,483,034,077 5,392,968,772

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 1,030,392,669 960,722,130
農 業 集 落 排 水 事 業 376,538,929 369,846,013
介 護 保 険 事 業 698,765,058 676,212,358
後 期 高 齢 者 医 療 91,641,703 91,373,763
町 立 診 療 所 409,048,827 408,948,268
介 護 老 人 保 健 施 設 事 業 95,971,000 95,858,138

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計
収益的収支 543,381,617 521,209,622

資本的収支 227,988,671 335,198,950

平成30年度各会計決算を認定

（単位：円）

　第３回定例会において、付議された平成30年度由仁町各会計歳入歳出決算および平成
30年度由仁町水道事業会計収入支出決算の認定については、議長および議会選出監査委
員を除く８名で構成する決算審査特別委員会に審査付託となりました。
　決算審査特別委員会では、９月10日および11日に委員会を開催し、慎重に審議の結
果「認定すべきもの」と決定し、本会議でその旨報告しました。
　その報告結果を受け、本会議において採決を行ったところ、「認定」となりました。

会　　計　　名 補正前の額 補正額 補正後の額 主な内容

一 般 会 計 4,823,062 40,438 4,863,500

子育てのための施設等
利用給付事業、健康元
気づくり館非常放送設
備更新工事および多面
的機能支払補助金の増
額など

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 1,003,316 31,980 1,035,296 財政調整基金積立金の
増額など

農 業 集 落 排 水 事 業 384,022 5,346 389,368 由仁浄化センター機器
の修繕経費計上など

介 護 保 険 事 業 733,677 16,594 750,271 介護保険事務処理シス
テム改修経費計上など

町 立 診 療 所 445,880 258 446,138 浴室の手摺取付工事費
計上など介護老人保健施設事業 121,992 88 122,080

令和元年度各会計補正予算
（単位：千円）

●3 議 会 だ よ り



災
害
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　

近
年
、
全
国
各
地
に
お
い

　
　
　

て
、
異
常
気
象
や
大
規
模
な

水
害
や
地
震
、
台
風
な
ど
自
然
災
害

が
発
生
し
、
被
害
と
不
安
が
増
大
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
﹁
ゲ
リ
ラ
豪

雨
﹂
﹁
想
定
外
﹂
の
言
葉
も
よ
く
聞

き
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
道
内
で
は
台
風
第
21

号
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が
あ
り

甚
大
な
被
害
と
多
く
の
犠
牲
者
が
出

ま
し
た
。
由
仁
町
に
お
い
て
も
、
道

路
の
陥
没
や
下
水
道
の
損
傷
、
民
家

の
半
壊
、
農
業
被
害
が
あ
り
、
さ
ら

に
は
道
内
全
域
に
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

現
象
が
生
じ
て
経
済
活
動
に
大
き
な

支
障
を
き
た
し
た
ほ
か
、
常
に
電
源

を
必
要
と
し
て
い
る
医
療
機
器
な
ど

に
も
影
響
が
あ
っ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
異
常
気
象
新
時
代
と
も
言

わ
れ
、
全
国
ど
こ
で
も
深
層
崩
壊
に

よ
る
土
砂
災
害
の
リ
ス
ク
が
広
が
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
町
政
執
行
方
針
に

は
、
自
助
・
共
助
・
公
助
と
書
か
れ

て
い
ま
す
が
、
自
助
で
あ
る
住
民
へ

の
防
災
教
育
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
、
町
長
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

	

町
長
答
弁

　

昨
年
は
、９
月
に
台
風
第
21
号
と
北

海
道
胆
振
東
部
地
震
の
２
つ
の
大
き
な

災
害
が
連
続
し
て
発
生
し
、当
町
に
お

い
て
も
、強
風
に
よ
る
住
宅
や
農
業
施

設
、倒
木
の
被
害
が
広
範
囲
に
発
生
し

た
翌
日
に
、こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と

な
い
震
度
５
弱
の
揺
れ
と
北
海
道
全

域
の
停
電
、「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」に
よ
っ

て
日
常
生
活
に
大
き
な
支
障
を
来
た

し
、不
安
と
恐
怖
の
日
々
で
し
た
。

　

新
し
い
時
代
の
令
和
に
入
っ
て
か
ら

も
、台
風
に
よ
る
風
水
害
被
害
や
大
雨

特
別
警
報
が
発
表
さ
れ
、身
近
な
と
こ

ろ
で
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。町
民

が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
が
何
よ

り
大
切
と
考
え
、災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要

な
こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
災
害
時
に
頼
り
に
な
る
の
は
、

自
身
や
家
族
、近
所
の
方
々
と
い
っ
た

地
域
の
み
な
さ
ん
の
支
え
合
い
で
あ

り
、そ
の
中
で
も
最
も
基
本
と
な
る
の

は
、一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
身
や
家
族

の
命
と
財
産
を
守
る「
自
助
」で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、日
常
的
な
災
害
に
対

す
る
備
え
や
、災
害
時
の
対
応
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、防
災
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
の
配
布
を
は
じ
め
、広
報
紙
に
よ

る
周
知
、防
災
訓
練
、職
員
に
よ
る
机

上
訓
練
、小
学
校
高
学
年
を
対
象
と

し
た「
Ｙ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
子
ど
も
防
災
キ
ャ
ン

プ
」や
由
仁
・
三
川
保
育
園
で
実
施
し

て
い
る「
北
海
道
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

練
」、出
前
講
座
な
ど
を
通
じ
て
防
災

教
育
を
行
っ
て
き
て
お
り
、今
後
も
、防

災
に
対
す
る
意
識
啓
発
が
よ
り
効
果

的
に
行
え
る
よ
う
、地
域
の
み
な
さ
ん

と
連
携
し
な
が
ら
、災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

︻
再
質
問
︼

　
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
更
新
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

︻
再
質
問
答
弁
︼

　

防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、既
に
作
成

か
ら
６
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
と
合
わ

せ
、新
た
な
防
災
に
関
す
る
情
報
を
取

り
入
れ
、更
新
に
向
け
て
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
と
連
携
し

な
が
ら
、
災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

住民の声を行政に！

加
藤
重
夫
　
議
員

問

作成から６年が経過し更新が検
討されている防災ハンドブック

単位：億円
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町
財
政
の
健
全
化
に

つ
い
て

　
　
　
　

由
仁
町
の
財
政
状
況
は
大

　
　
　

変
厳
し
く
、
令
和
４
年
度
か

ら
は
財
政
調
整
基
金
は
底
を
つ
く
見

通
し
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

原
因
は
、
地
方
交
付
税
の
削
減
と

特
別
会
計
へ
の
繰
出
し
に
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
歳
入
増
と
歳
出
削

減
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
、
町
長
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

	

町
長
答
弁

　

当
町
の
平
成
30
年
度
末
の
財
政
調

整
基
金
の
積
立
額
は
、
財
政
調
整
基

金
の
一
般
的
な
適
正
と
さ
れ
る
目
安

で
あ
る
標
準
財
政
規
模
の
10
％
程
度

（
当
町
で
言
え
ば
約
３
億
２
千
万

円
）
を
数
字
上
で
は
確
保
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
30
年
度
決
算
ベ
ー
ス
で

実
質
公
債
費
比
率
は
17
・
９
％
、
将

来
負
担
比
率
は
１
５
０
・
１
％
と
財

政
再
建
団
体
の
夕
張
市
を
除
く
と
全

道
で
一
番
高
い
数
値
で
あ
り
、
基
金

よ
り
も
債
務
が
多
い
当
町
に
と
っ
て

は
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
で
す
。

　

本
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
は
、

財
政
調
整
基
金
を
約
１
億
１
千
万
円

取
り
崩
し
て
収
入
不
足
を
補
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
は
、
歳
出
面
に
お
い
て
は
、

経
常
経
費
以
外
は
徹
底
的
に
削
減
を

図
り
ま
し
た
が
、
歳
入
に
お
い
て

地
方
交
付
税
が
全
体
的
に
減
少
傾

向
で
あ
る
こ
と
、
少
子
高
齢
化
に
伴

う
人
口
減
少
な
ど
に
よ
る
町
税
や
使

用
料
・
手
数
料
の
減
少
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
指
摘
の
と
お
り
、
こ
の
ま

ま
何
も
手
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
、
将

来
的
に
は
財
政
調
整
基
金
は
底
を
つ

き
、
収
支
不
足
を
補
え
な
い
単
年
度

赤
字
が
発
生
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
行
財

政
改
革
の
継
続
と
徹
底
し
た
歳
出
削

減
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
由
仁

町
水
道
事
業
経
営
戦
略
に
基
づ
き

次
年
度
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る

水
道
料
金
改
定
に
よ
る
一
般
会
計

か
ら
の
繰
出
金
削
減
を
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
生
活
に
必
要
な
生

活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
必
要
な
歳
入
確
保
と

し
て
、
税
金
や
各
種
料
金
な
ど
、

緩
め
た
手
綱
を
再
び
引
き
締
め
直

す
こ
と
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
こ
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
検
討
組
織
を
新
た
に
立
ち

上
げ
、
町
民
の
皆
様
の
意
見
を
踏

ま
え
慎
重
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

歳
入
の
大
半
を
地
方
交
付
税
に

依
存
し
て
い
る
当
町
に
と
っ
て

は
、
国
の
方
針
が
変
わ
れ
ば
、
た

ち
ま
ち
財
政
危
機
に
陥
る
こ
と
は

目
に
見
え
て
お
り
、
現
在
は
、
ま

さ
に
そ
の
過
渡
期
で
す
。

　

今
後
も
、
地
方
財
政
計
画
な
ど

国
の
政
策
に
対
し
、
普
通
交
付
税

を
は
じ
め
と
す
る
経
常
一
般
財
源

の
確
保
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、

行
財
政
改
革
や
事
務
事
業
の
見
直

し
な
ど
に
よ
り
、
財
政
の
立
て
直

し
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

徹
底
し
た
歳
出
削
減
と
税
金

や
各
種
料
金
の
見
直
し
を
検

討
し
ま
す
。

住民の声を行政に！

大
竹
　
登
　
議
員

問

単位：億円単位：億円

資料：総務省決算カード
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自
治
体
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
つ
い
て

　
　
　
　

平
成
23
年
に
地
方
自
治
法

　
　
　

が
一
部
改
正
さ
れ
、
第
三
者

が
自
治
体
に
代
わ
っ
て
自
治
体
で
利

用
す
る
資
金
を
集
め
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
利
用
の
機
運
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
高
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
に
鎌
倉
市
が
自
治
体
と

し
て
、
全
国
初
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
よ
り
、
観
光
道
の
ル
ー

ト
看
板
代
１
０
０
万
円
を
22
日
間
で

目
標
達
成
し
た
こ
と
で
、
よ
り
一
層

の
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

一
般
の
方
々
に
興
味
を
も
っ
て
い

た
だ
き
、
社
会
的
に
意
義
が
あ
る
と

思
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
、

立
ち
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い

ま
す
が
、
財
政
状
況
の
厳
し
い
当
町

に
お
い
て
は
使
用
目
的
が
限
定
さ
れ

る
と
は
い
え
、
有
益
な
手
法
と
考
え

ま
す
。

　

自
治
体
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
効
果

や
、
地
方
創
生
の
推
進
の
一
助
に
も

な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
本
制
度
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
町
長

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

	

町
長
答
弁

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
特

定
の
活
動
に
関
心
を
も
つ
不
特
定
多

数
の
人
か
ら
資
金
を
募
る
も
の
で
、

手
軽
さ
や
拡
散
性
の
高
さ
と
い
っ
た

点
が
魅
力
的
な
新
た
な
資
金
調
達
の

仕
組
み
と
し
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
に
よ
る
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
以

下
、
「
Ｇ
Ｃ
Ｆ
」
）
は
、
自
治
体
が

抱
え
る
子
育
て
支
援
や
産
業
復
興
、

芸
術
文
化
支
援
な
ど
の
様
々
な
課
題

の
解
決
策
を
事
業
化
す
る
た
め
、
自

治
体
に
よ
る
資
金
調
達
方
法
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
と

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
組
み

合
わ
せ
た
仕
組
み
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
地
方
自
治
体
は
、
公
共

事
業
の
民
設
民
営
や
指
定
管
理
者
制

度
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
官

民
連
携
事
業
）
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
民
間
資

金
等
活
動
事
業
）
と
い
っ
た
民
間
事

業
者
の
活
力
の
活
用
を
主
と
し
て
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
Ｇ
Ｃ
Ｆ
に

よ
っ
て
不
特
定
多
数
の
人
か
ら
の
寄

附
あ
る
い
は
投
資
が
可
能
に
な
り
、

当
町
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
解
決
の

た
め
の
資
金
調
達
・
財
源
確
保
の
方

策
と
し
て
、
こ
の
仕
組
み
を
活
用
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ｃ
Ｆ
で
は
、
返
礼
品
や
税
制
の

優
遇
措
置
が
あ
る
に
せ
よ
、
課
題
解

決
の
た
め
の
事
業
化
に
は
、
い
か
に

多
く
の
寄
附
者
あ
る
い
は
投
資
者
か

ら
社
会
的
・
公
益
的
な
賛
同
が
得
ら

れ
る
か
が
大
変
重
要
で
す
。

　

こ
の
Ｇ
Ｃ
Ｆ
は
す
で
に
全
国
的
に

も
活
用
さ
れ
、
道
内
に
お
い
て
も
、

夕
張
市
や
大
樹
町
の
ほ
か
震
災
復
興

支
援
と
し
て
日
高
町
な
ど
が
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
全
国
的
に
は
目
標
額

に
達
し
な
い
事
例
も
多
く
み
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
先
進
地
事

例
の
調
査
・
研
究
と
実
現
可
能
な
課

題
解
決
策
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

Ｇ
Ｃ
Ｆ
の
活
用
に
向
け
、
先

進
地
事
例
の
調
査
や
実
現
可

能
な
課
題
解
決
策
を
検
討
し

ま
す
。

住民の声を行政に！

羽
賀
直
文
　
議
員

問

ガバメントクラウドファンディング
（ＧＣＦ）のイメージ

目標：課題解決

地方公共団体

地域課題の解決に向けたプロジェクト

●「応援したい」と思えるプロジェク
　 トに対し、寄附先を選びます。
●ふるさと納税制度と同様の税控除が
　適用されます。　

寄附者・投資者

寄附

（返礼品）お礼

￥

プロジェク
トを応援

税控除

●6議 会 だ よ り



光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
に

つ
い
て

　
　
　
　

町
内
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整

　
　
　

備
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

由
仁
町
は
、
由
仁
・
三
川
の
市
街

地
と
一
部
の
農
家
地
区
に
光
フ
ァ
イ

バ
ー
が
設
置
、
整
備
さ
れ
て
い
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
農
家
地
区

に
は
ま
だ
導
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
は
、
由
仁
町
に
お
い

て
農
家
地
区
へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
は
で
き
な
い
と
の
説

明
を
受
け
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
農
業
後
継
者
の
数
多
く
の

方
よ
り
、
整
備
を
要
望
、
熱
望
す
る

ご
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
今
後
ス
マ
ー

ト
農
業
な
ど
の
た
め
に
総
務
省
で
は

光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
を
進
め
る
計

画
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
光
フ
ァ
イ
バ
ー

の
整
備
、
導
入
が
不
可
欠
で
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
町
長
の
見
解
を
伺
い

ま
す
。

	

町
長
答
弁

　

当
町
に
お
け
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整

備
に
つ
い
て
は
、由
仁
町
商
工
会
が
実

施
し
た
接
続
意
向
調
査
の
結
果
に
基

づ
き
、民
間
通
信
事
業
者
に
よ
っ
て
、平

成
23
年
６
月
に
北
栄
・
東
栄
地
区
で
利

用
が
開
始
さ
れ
、そ
の
後
は
残
り
の
由

仁
市
街
地
区
と
新
光
・
光
栄
・
山
形
・
伏

見
・
古
山
・
熊
本
地
区
の
一
部
、古
川
地

区
の
国
道
２
３
４
号
線
沿
い
で
利
用

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
由
仁

地
区
と
同
様
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

平
成
24
年
12
月
に
三
川
市
街
地
区
と

西
三
川
・
本
三
川
地
区
の
一
部
に
も
利

用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、農
家
地
区
か
ら
の
範
囲
拡

大
に
対
す
る
要
望
に
基
づ
き
民
間
通

信
事
業
者
に
対
し
て
要
請
し
て
き
ま

し
た
が
、平
成
27
年
12
月
、採
算
性
な

ど
の
問
題
か
ら
追
加
整
備
は
行
わ
な

い
旨
の
口
頭
説
明
が
あ
り
、そ
の
後
も

要
請
活
動
は
継
続
し
て
い
ま
す
が
、利

用
範
囲
の
拡
大
に
至
っ
て
い
な
い
状
況

で
す
。

　

情
報
通
信
網
は
、「
人
」を
つ
な
ぐ
も

の
か
ら「
モ
ノ（
物
）」を
つ
な
ぐ
も
の
、

い
わ
ゆ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
へ
と
変
化

し
、総
務
省
に
お
い
て
も
情
報
通
信
基

盤
整
備
推
進
事
業
に
よ
り
農
業
・
環

境
・
教
育
な
ど
へ
の
幅
広
い
活
用
を
推

進
す
る
自
治
体
に
対
し
支
援
さ
れ
、今

年
度
は
さ
ら
に
制
度
が
拡
張
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、農
業
分
野
に
お
い
て
も
、Ｇ

Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
る
農
業
機
械
の
自
動

制
御
な
ど
を
取
り
入
れ
る
農
業
経
営

者
が
当
町
に
お
い
て
も
増
加
し
て
お

り
、様
々
な
情
報
通
信
網
を
活
用
し
た

取
組
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、昨
今
の
当
町
の
財

政
状
況
で
は
、そ
の
膨
大
な
整
備
費
用

や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
の
将
来
負

担
を
考
慮
す
る
と
、町
単
独
で
の
整
備

は
大
変
難
し
い
状
況
で
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

　

今
後
、高
度
情
報
化
社
会
に
お
け

る
次
世
代
型
情
報
通
信
網
の
整
備
が

さ
ら
に
進
む
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、財
政
状
況
を
鑑
み
、今
後
も
国
や

北
海
道
の
施
策
、近
隣
市
町
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
ま
す
。

高
度
情
報
化
社
会
は
さ
ら
に
進

む
も
の
と
考
え
、
国
や
道
の
動

向
を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

住民の声を行政に！

早
坂
寿
博
　
議
員

問

用語解説　「ＩｏＴ（アイオーティー）」とは・・・
　「Ｉｎｔｅｒｎｅｔ ｏｆ Ｔｈｉｎｇｓ」の略で、「様々な物がインターネットにつながること」
を指し、IoT が普及するとパソコンやスマートフォンに限らず、家電・家屋といった様々な
物がインターネットにつながります。
　家電では、電源を入れたり、給湯したりすると離れて暮らしている家族のスマートフォン
などへ情報が伝達される「見守りサービス」ができる電気ポット。建物では、扉の鍵の施錠・
解錠をスマートフォンから管理できるスマートロックがすでに実用化されています。
　今後、日本の IoT に関する取組みは、農業、製造業をはじめに医療、金融といった様々な
産業分野での利活用が考えらてれます。
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　北海道町村議会議長会主催の議員研修会が、６月25日、札幌コンベンションセンターで開催
され、議員７名が参加しました。

北海道町村議会議長会主催議員研修会

講演①　「どうなる？今後の日本政治」
											講師：政治評論家　有馬　晴海　氏
○現在の日本の問題は、少子高齢化・資源不足	と財
　源不足であり、毎年、国債で補てんしている現状
　である。
○国（町）の人口減少は致命傷であり、議員には				
	「生まれて良かったと思える国（町）づくり」のた
　め頑張っていただきたい。 有馬　晴海　氏

講演②　「地方は変われるか」
											講師：中央大学名誉教授　佐々木　信夫　氏
○日本は２つの国に分かれている。東京国と地方国で	
　ある。
○日本の国づくりは、第２次世界大戦前までは「強い
　国づくり」、第２次世界大戦以降は「豊かな国づく
　り」を目指しているが、今後は「楽しい国づくり」
　を目指すべき。佐々木　信夫　氏

産業厚生常任委員会

道内政務調査報告
総務文教常任委員会

日　程　８月22日美瑛町・23日北竜町
参加者　大竹　登・大畠　敏弘・早坂　寿博
　　　　熊林　和男
視察事項
・美瑛町における六次産業化の取組について
・北竜町における買い物弱者対策について

日　程　８月６日八雲町・７日せたな町
参加者　羽賀　直文・加藤　重夫・佐藤　英司
　　　　平中　利昌・後藤　篤人
視察事項
・八雲町における小中一貫教育の取組について
・せたな町におけるふるさと納税の取組について

８月 23 日　北竜町 ８月７日　せたな町
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　（第３回定例会報告）
　本特別委員会は、令和元年第２回定例会において設置され議長を除く９名で構成し、「①
議員報酬に関すること」と「②議員定数および議会組織に関すること」の２点について、
調査検討を行うこととしました。
　２点の事項のうち、「議員報酬に関すること」について、その調査検討が終了しました。

　７月 11 日、22 日、８月８日、26 日、９月６日の計５回委員会を開催し、これまで独自
で実施してきた議員報酬の削減率や削減額の経緯、全道や空知管内における議員報酬およ
び定数、当町や類似団体における財政状況などについて資料を基に調査を行い、各委員の
意向についても確認を行ってきました。
　各委員からの意見とりまとめ結果は、次のとおりです。

　　　　・令和元年 10 月１日から任期期間中、報酬月額 10％削減
　　　　・令和２年４月から報酬月額５％削減
　　　　・報酬月額 15％削減
　　　　・回答留保

委員長　後藤　篤人
副委員長　早坂　寿博

連絡先 TEL 0123-83-2111　  FAX 0123-83-3020
e-mail　gikaijimu@town.yuni.lg.jp   ※匿名分は除かせていただきます。

議員報酬及び定数に関する調査検討特別委員会報告（中間）

第５回臨時会第５回臨時会 （令和元年７月29日開会）

　　次の付議事件について慎重に審議し、いずれも原案のとおり可決しました。

付議事件 主な内容
消費税及び地方消費税の引上げに伴う関係条例
の整理に関する条例の制定

消費税率が 10 月１日から引上げられることに伴
い、公共施設使用料に適正な転嫁を講ずる改定

由仁町公営住宅北栄団地３号棟建替工事請負契
約の締結

契約金額　６９，６３０，０００円
契約の相手方　川上建設株式会社

農業集落排水事業（機能強化対策）由仁・三川・
川端地区管路・処理施設第３工区工事請負契約
の締結

契約金額　１０９，８２４，０００円
約の相手方　株式会社明電舎北海道支店

議員派遣
総務文教常任委員会および産業厚生常任委員会
の道内政務調査に係る議員派遣の承認

議会へ町民の皆様の声を届けてください
「住みよいまちづくりのため」に、ご意見、ご要望をお待ちしています。
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４日　由仁町夏まつり開祭式 （げんき館前　議長）
５～７日　空知町村議会議長会中央要望実行運動
  （東京都　議長）
６・７日　総務文教常任委員会道内政務調査
  （八雲町・せたな町　委員）
８日　第28回由仁町長旗争奪ゲートボール大会
  （東三川　議長）
８日　議員報酬及び定数に関する調査検討特別委員会
　　　（３回目） （委員会室　委員）
19日　全員協議会 （委員会室　議員）
20日　戦没者追悼式 （げんき館　議員）
22・23日　産業厚生常任委員会道内政務調査
  （美瑛町・北竜町　委員）
26日　議員報酬及び定数に関する調査検討特別委員会
　　　（４回目） 　（委員会室　委員）

６日　三役会議 （正副議長室　議長ほか）
６日　議員報酬及び定数に関する調査検討特別委員会
　　　（５回目） （委員会室　委員）
６日　議会運営委員会 （委員会室　委員）
６日　全員協議会 （委員会室　議員）
７日　福祉のつどい （文化交流館　議員）
９～13日　第３回定例会 （議場　議員）
10・11日　決算審査特別委員会 （委員会室　委員）
10日　総務文教常任委員会 （委員会室　委員）
11日　議会運営委員会 （委員会室　委員）
13日　全員協議会 （委員会室　議員）
13日　議会広報特別委員会 （委員会室　委員）
18日　空知町村議会議長会役員会 （北竜町　議長）

３日　産業厚生常任委員会所管事務調査 （町内  委員）
４日　栃木県茂木町議会会派「政和会」行政視察
  （ゆめっく館　副議長）
10日　議会広報特別委員会 （委員会室　委員）
17・18日　空知町村議会議長会定期総会
  （札幌市　議長）
18日　議員報酬の見直し（特例）に関する審査特別委  
             員会 （委員会室　委員）
18日　水道料金の改定に関する審査特別委員会
  （委員会室　委員）
24日　総務文教常任委員会所管事務調査 （町内  委員）
24日　栃木県矢板市議会行政視察
  （ゆめっく館　議長）

10月４日　栃木県茂木町議会会派「政和会」行政視察
（NPO法人 ユニライズ 橋本代表による説明）

9 月

10 月

8 月

議会だよりでは、スペースの都合上、議案や質問・答弁などの内容を要約して載せています。
由仁町ホームページからも議決結果および会議録をご覧になることができます。

ホームページ　　http://www.town.yuni.lg.jp/

　
早
い
も
の
で
私
が
議
会
議
員
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出

し
て
か
ら
、
駆
け
足
の
よ
う
に
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　
家
業
で
あ
る
農
業
の
方
で
は
、
春
に
植
え
た
農
作
物
の

収
穫
期
も
終
盤
を
迎
え
、
本
年
は
大
き
な
災
害
も
な
く
水

稲
を
は
じ
め
農
作
物
全
般
的
を
通
し
て
平
年
を
上
回
る
出

来
秋
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
９
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
３
回
定
例
会
で
は
、
日
赤

奉
仕
団
会
員
を
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ん
に
傍
聴
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

傍
聴
は
、
議
会
活
動
に
ふ
れ
る
最
も
身
近
な
方
法
で

す
。
手
続
き
は
不
要
で
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
傍
聴

に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
委
員
長　
大　
畠　
敏　
弘

編
集
後
記

８月４日由仁町夏まつり

●1₀議 会 だ よ り


